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し、国は診察が増えるとして補助金をカット

していました。この補助削減にたいし、市は

一般会計から補てん（２０１７年度予算で５

１００万円）していましたが、今年度から中

止しました。国の補助金削減が保険料に跳ね

返ることになります。下水道の整備事業など

に充てていた繰り入れもやめています。 

小学 校のクラ ブ活 動 備品購 入費１ ００万

円は全廃、学校図書購入費も削減しました。 

歳入 では水道 料金 値 上げで １億３ ５２４

万円の増収を見込んでいます。 

市民の負担増、サービス切り捨てを避け、

市民の暮らしを守る立場に立つべきです。 

八幡市は、２０２２年度に向けた庁舎建て

替え事業の経費、今後の歳入不足を理由に２

０１８年度の行財政改革計画を示しました。 

計画（右表参照）は、歳出の５分野で見直

し、事業費ベースで４億１６１２万円の削減

を明記しています。歳入では、２億５１６７

万円を予定。 

歳出削減は、すでに今年度予算編成で実施

ずみであり、歳入の増加とあわせ６億６７８

０万円の財源を見通しています。市は３月議

会で「５年間で２５億円の収支不足となる」

と強調しましたが、その大半は確保したこと

になります。 

医療費無料化などの支援バッサリ 

市の行財政改革では、市民負担の増加につ

ながる項目が目白押しです。 

計画の最大項目である「その他事業の見直

し」では、国民健康保険の法定外繰り入れの

削減で１億１１００万円、下水道事業への繰

り入れ１億８９５０万円を削減しています。 

たとえば、市の子ども、老人、障害者、ひ

とり 親世帯の 医療費を軽減 する施策 にたい

 

   ２０１８年度の見直し額  

内容  金額  

 

歳 

 

出  

補助金、負担金  １０８５万円  

給付事業  ５８万円  

委託事業  １５００万円  

職員体制  １６０４万円  

その他事業  ３億７３６４万円  

歳入確保  ２億５１６７万円  

合 計  ６億６７８０万円  
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     日本共産党八幡市議会議員団（９８３）２００５ 市議団メール jcp-ywta@am.wakwak.com 
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亀田優子市議 ９８２・１２７７  
中村正公市議 ９８３・８３１２  


